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●歯科衛生士  金城  優先生

　カネシロ　ユウと申します。
　三重県津市出身です。学生の
時はバレーボール部に所属し、
中学校では東海大会まで出場し
た経験があります。ちなみにリベ

ロを担当していました。趣味は、おいしいものを食べるこ
とです。食べている時が一番幸せです。三重県でのおい
しい食べ物がありましたら、是非教えて頂きたいです。
　経歴は、三重県立公衆衛生学院を卒業、歯科衛生士免
許を取得し、一般歯科に勤務していました。その後、現在
子供二人の育児との両立をめざし三重病院口腔外科に
て勤務させていただいております。口腔外科では口腔ケ
アや外科的治療を中心とした現場で多くのことを日々学
んで、疾患や障害を持っている方に寄り添い、自分のでき
る分野を広げて口腔ケアや歯科治療で貢献させていた
だきたいと思います。今後も三重病院の一員として頑張
りますので皆様のご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い致
します。

●歯科口腔外科  小泉  岳先生

　コイズミ　ガクと申します。出
身は宮城県石巻市です。岩手医
大を卒業・臨床研修を修了後、口
腔外科を学びたいと考え、三重
大学歯科口腔外科の門を叩き、

運良く採用頂いてから、早7年が経ちました。三重県を選
んだのは、見知らぬ土地・知人がいない厳しい環境で、
「挑戦し続ける人生を歩みたい」という血気盛んな気持ち
からでしたが、マイルドな「三重弁」を操る、心優しい三重
県民の皆様と雪かきの必要性が無いほど温暖で、サー
フィンも楽しめる恵まれた環境のお陰で、いつのまにか
大好きな場所となりました。現在は東北弁と三重弁のバ
イリンガルです。お気に入りの三重弁は「せやに」です。さ
て、歯科口腔外科では事故による顎顔面外傷、口腔癌の
治療、埋伏歯抜歯や有病者歯科治療等を行います。大好
きな三重県の皆様に歯科医療を通じて、少しでも貢献で
きるよう、三重病院の一員として尽力致しますので、宜し
くお願い申し上げます。

　今年の夏はオリン
ピック・パラリンピック
をテレビで観戦した

方も多かったと思います。つうえんでもパラ競技を何か
やってみよう！ということで、「なんちゃってボッチャ」大会を
開催しました。新聞紙を丸めたボールを手作りのランプで
転がして、的球からの距離を測って競いました。ボールを
セットするスタッフの腕が頼りですが、なかなか思ったとこ
ろに転がっていかなくて、利用者さん・スタッフみんなでワー
ワー言いながら楽しみました。
　また９月21日（旧 暦8月15
日）は「中秋の名月」ということ
で、紙粘土でお月見団子づくりに
も取り組みました。紙粘土のね
ちゃっとした感触に、はじめは皆さ
ん眉毛がぴくっとなりますが、ス
タッフと一緒にしばらく触っていると、だんだん慣れてきて穏や
かな表情でニギニギしてくれていました。形は少しいびつです
が、みんなの気持ちがこもったお月見団子のでき上がりです。
ペットボトルを羽にしたトンボと一緒に飾ってみると、すっかり秋

模様です。コロナ禍で息の詰まる毎
日ですが、ちょっと外に出て空を見上
げてみると、赤とんぼや飛行機雲な
どいろいろな発見があるかもしれま
せんね。  （療育指導室長　村松　順子）

　とても暑い日が続
き、お天気も雨が降っ
たり雷が鳴ったりと不
安定な日が多いです
ね。そんな大変な時
期ですが、5病棟の花壇にはこんなに綺麗で立派な
ひまわりが咲きました。ひまわりといえば黄色の花を
思い浮かべる方が多いと思いますが、実は赤茶色
の種類もあるそうです。患者さんはそんな珍しい
花たちと一緒に記念撮影。この日も暑い1日でした
が、みなさんひまわりに負けない素敵な笑顔を見
せてくれました。他にも5病棟の花壇には、いろ

いろなカラフルで綺麗な
花が咲いていますの
で、是非見に来て
ください。
（児童指導員
　　　森　日奈子）
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